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「鳥取県幼児教育振興プログラム」（改訂版）（案）に対する意見募集結果の概要 

平成２５年３月１６日 
小中学校課 

 
１ 意見募集の概要 

  「鳥取県幼児教育振興プログラム」（改訂版）（案）について、以下のとおり県民の皆様から

意見を募集しました。 
 
（１）募集期間：平成２５年１月２１日（月）から２月８日（金）まで 
（２）周知方法：プログラム案を小中学校課ホームページで公開するとともに県庁県民課、各総

合事務所県民局、県立図書館及び各市町村窓口での配架及び新聞掲載を実施。 
（３）応募件数：１９件（２人、１団体） 
 
２ 主な意見の概要と対応方針 

① 「幼児教育･保育内容の充実」について 

項目 意見の概要 対応方針 

食育 

【記載済】 

プログラムの中に食育の推進に

ついて特に挙げていないことに

何か意図があれば教えてほし

い。 

 

パブリックコメント募集の際は、プログラム

の抜粋版をお示ししました。そのため、「第

Ⅳ章 推進の柱と基本方針及び目標」の具体

的な取組を御覧いただくことができません

でした。 

食育については、推進の柱１「幼児教育・保

育内容の充実」で、「健康な心と体づくり」

の具体的な取組として、食に関する活動の充

実を記載しています。和やかな雰囲気を作る

こと、家庭での食生活やアレルギーへの配慮

などとともに、食べ物の大切さや感謝の気持

ちなどが育つように､食育を充実させていき

たいと考えています。 

教職員への支

援 

【記載済】 

教職員の安定、ゆとり、健康を

支える取組も保育の質の向上に

つながる。 

 

教職員の安定やゆとり、健康を支える取組は

重要であり、幼稚園･保育所の設置者である

市町村等に、教職員配置の充実･確保に努め

るよう記載しています。 

 

 

 

 

 



② 「子育て・親育ち支援」について 

項目 意見の概要 対応方針 

保護者の交流 

【記載済】 

働いている母親（保育園に多い）

と働いていない母親（幼稚園に

多い・専業主婦）の交流、情報

交換の場がほしい。 

 

プログラムでは、保護者の交流機会を提供す

る具体的な取組として、「とっとり子育て親

育ちプログラム」などの活用を推進するとと

もに、市町村に対しても保護者の交流の場や

機会の提供を求めています。 

以前参加した研修のプログラム

が大変よかった。園などの研修

で、その人材を活用してほしい。 

特定の人材の活用については対応できませ

んが、地域人材を活用して充実した研修会等

の実施を進めます。 

企業への発信 

【記載済】 

企業の子育てへの理解が深まる

ように県からの発信に期待した

い。 

家庭教育の充実に向けた職場環境づくりの

ため、企業・従業員をあげて自主的に取り組

む企業と鳥取県教育委員会が協定を結び、協

力しながら鳥取県の家庭教育を推進する取

組を推進します。 

託児への配慮 

【意見を反映】 

保護者が研修会に参加する場

合、日時が夜や休日が多くなる

ため、託児困難が予想される。

研修内容を工夫するなど、託児

に配慮してほしい。 

「子育て･親育ち支援の充実」の基本方針

（１）の資料説明に「研修や懇談会の持ち方

の工夫や託児の配慮などが求められます。」

と追記しました。 

子育て支援体

制の充実 

【記載済】 

学校の取り組みと別に行政で

も、海外のベビーシッター制度

（学生アルバイト）と市町村の

ファミリーサポートセンター

（保険付有償ボランティア）を

合わせたような制度があるとよ

い。 

未就園児のいる家庭や地域における子育て

をよりよいものにするために、関係機関と連

携した子育て支援体制の充実に努めること

としています。 

特別支援教育

の理解啓発 

【記載済】 

特別支援教育の理解啓発のため

の研修会を対象者以外にも開い

てほしい。 

県教育委員会が主催する「特別支援教育を語

る会」や市町村が主催する特別支援教育に関

する研修会は、一般県民の方の参加が可能と

なっています。 

プログラムでは、特別支援教育の推進のため

に、地域における特別支援教育に対する理解

啓発に取り組みます。 

園舎･園庭開放 

【記載済】 

子育て支援のための園舎･園庭

開放及び公民館使用を進めてほ

しい。 

子育て支援のための園舎・園庭開放や公民館

を活用した子育て支援の取組を推進します。 

 



③ 「地域で支える幼児教育の推進」について 

項目 意見の概要 対応方針 

世代間交流 

【記載済】 

地域の老人会との交流、シルバ

ーセンターの方の力を借りる、

時間のあるおじいさん、おばあ

さんに子育て世代と関わり活躍

できる場を提供してほしい。 

「子育て・親育ち支援の充実」として、家庭

教育を支える子育て支援体制の充実に向け、

地域の高齢者や子育て経験者等の人材活用

に取り組みます。 

 

④ その他 

項目 意見の概要 対応方針 

５歳児健診 

【その他】 

米子市５歳児健診の全員実施を

希望する。 

 

５歳児健診（発達相談）は、鳥取県は全国に

先駆けて取り組み、平成１９年度から全市町

村で実施されています。市町村によって実施

状況は異なりますので、直接米子市へお尋ね

ください。 

アレルギー対応

食の推進 

【記載済】 

幼稚園や小中学校などでアレル

ギー対応食を進めていってほし

い。 

自園調理や外部搬入など給食の状況は園に

よって異なりますが、近年､アレルギー対応

食を実施する園が増えています。 

プログラムでも「アレルギーへの配慮」も具

体的な取組に記載し、その対応を進めていき

たいと考えています。 

なお、小中学校については、各市町村教育委

員会へ御要望ください。 

地域の遊び場 

【その他】 

地域に冒険広場、プレイパーク

等の直接体験、思い切り外遊び

できるような場を作ってほし

い。 

冒険広場やプレイパークについてはプログ

ラムには記載していませんが、子どもの主体

的な活動を確保しながら思い切り遊べるよ

うに安心･安全な園内外の環境の整備を進め

ます。 

子ども・母親･

父親の集まる場 

【記載済】 

子どもが集まる場をたくさん作

ってほしい。また、母親も孤独

なので親子で集まれる場がたく

さん増えるとよい。父子で集ま

れる場も増えるとよい。 

幼稚園･保育所等では未就園児親子を対象に

した遊び場の提供など、その機能を生かした

子育て支援、地域の子育て支援センターの取

組の充実を図ります。 

予算 

【記載済】 

本当に子どもに必要なことだけ

に予算を組んでほしい。 

県教育委員会と福祉保健部が連携して、幼児

教育･保育の充実施策に取り組みます。 

公立幼稚園の設

置 

【その他】 

米子市にも公立の幼稚園を作っ

てほしい。 

 

公立幼稚園の設置は市町村の役割であるた

め、米子市へ御要望ください。 



早期教育 

【その他】 

 

米子市の私立幼稚園に見られる

早期教育傾向を県はどう見てい

るのか。 

私立幼稚園には、多様化する保護者や地域の

ニーズに応じた特色ある教育の推進が求め

られており、各園が建学の精神に基づいて個

性豊かな活動を積極的に展開しています。早

期教育傾向についても、その特色ある教育活

動の取組の一つであるととらえています。 

プログラムでは、「遊びきる子ども」をめざ

す幼児の姿として示し、幼児期の遊びが学び

であるととらえています。県としては、遊び

の重要性の発信やプログラムの周知活用を

通して、小学校教育の先取りや前倒しの幼児

教育ではなく、国の幼稚園教育要領に従っ

た、遊びを中心とした総合的な指導の中で幼

児の健やかな心と体の発達を支えていきた

いと考えています。 

私立幼稚園 

【記載済】 

私立幼稚園は、親向けアピール

よりも、子どもの心や生きる力

を育てるような保育内容を充実

させてほしい。 

 

幼児期に、興味や関心に基づいた直接的な体

験などから、幼児は多くのことを学び、生き

る力の基礎を獲得していきます。幼稚園･保

育所、設置者に対して、プログラムの周知活

用を通して、幼児期にふさわしい生活の場を

保障し、保育内容の充実を求めていきたいと

思います。 

森のようちえん 

【その他】 

森のようちえんも一つの選択肢

として認知されるとよい。 

 

特定の施設の周知については対応できませ

んが、プログラムでは、身近な自然などの環

境との触れ合う体験の充実を図っていくよ

うにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


